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概要 

 

本稿では、エリア間を連系線で繋ぐ電力系統モデルを用いて、いくつかのシナリオのもとで全国大の

メリットオーダーを達成したときの最適な電源別発電構成をシミュレーションし、その経済評価を行う

ことを目的にする。電力需要の見通し、再生可能エネルギーの導入状況、原子力の稼働状況という３つ

のパラメータにおいて作られたシナリオのもとで、二酸化炭素排出量や発電に関する費用をシナリオ別

に試算する。さらに軽負荷期における再生可能エネルギーの影響を評価するために、特定の供給エリア

に注目した考察も行う。 
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